
 平成２７年度 学習指導改善調査事業 

研究協力校としての取組 
長岡市立栃尾東小学校 

Ⅰ 本校の課題 

２６年度末、２７年度初めの全国学力学習状況調査・NRTのデータから、本校の課題は次の３点と

捉えた。 

 

 

 

 

 

  

そこで、以下の４点を課題解決策とした。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究主題 

課題解決策１と４を受け、以下のように研究主題を設定した。 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の内容 

説明的文章の授業改善の視点として大きく以下の３点を設定した。 

①単元構成の段階では、論理展開・論理構造のモデルとしての教材文（学習材）から学び、学んだ

ことを生かして、自分の文章構造を考えたり、発信したりできるようにした。 

②単元のゴールとして、「子どもの実生活に生きる課題の解決」を設定することにより、より主体

的な学びができるようにした。 

③毎時間の授業では、自力解決、交流、振り返りの機会を設定することにより、追求課題を解決で

きるようにした。 

 

１．学力の２極化が顕著であり、学力が低い子どもは、特に学習全般に対する興味・関心・意欲も

低い。 

２．既習事項や既知の情報を活用して考えることが不十分で、また根拠をもった考えをしっかりも

てない。 

３．家庭学習や読書習慣の定着ができていない。 

１．国語科（説明的文章を学習材とする授業）に絞った授業改善の研修を行い、思考力、判断力の

基礎を育てる 

２．総合的な学習の時間や特別活動の充実を図り、知的好奇心を醸成するとともに、国語科とリン

クさせたカリキュラムを開発する。 

３．誰でも分かる授業を行うための UDLに取り組む。 

４．中学校区や家庭との連携した学習習慣定着を図る 

 

問いをもち、解決方法を探る子どもの育成 

～追求を促す授業づくりを通して～ 

 



Ⅳ 研究の方法と授業の実際 

 １．単元構想とナビゲーション 

「読む」と「書く」を行き来する単元づくりを構想するとともに、子どもたちが毎時間の意味付け

を捉えることができるように単元ナビゲーションを提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単元構想  

〈事例 1 ５年１組「○○博士になって紹介文を書こう！」（１０月）〉 

授業者自身が、「どんなことに興味をもっているのか」「どのくらい文章構造を意識しているのか」

等、子どもの実態を把握し、知的好奇心や意欲を持続しながら学習を進めるにはどうしたらよいの

か、小ステップや単元のゴールを意識して構成した。 



２．実生活に生きる言語活動と論理展開の基礎を培う授業 

単元のゴールに、「全校児童に読んでもらいたい本を作成する」「児童会、学校行事に提案する」「総

合との合科的な単元づくりの場で発表する」等、子どもが必要感をもち、主体的に取り組む「実生活

に生きる言語活動」を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもが学習の見通しをもつための単元ナビゲーション  

〈事例 1 １年２組「おきにいりのじどう車のしょうかいカードをつくろう」（１１月）〉 

子どもと授業者が一緒になって毎時の活動を確認することで、単元全体の流れの中での本時

の位置やその時の学習活動の意義を理解し、「今日は、お気に入りの自動車の『そのために』

に合った仕組みを見つけるんだ」のように目的意識をもたせることができた。 

 実生活に生きる言語活動と論理展開の基礎を培う授業  

〈事例 1 ３年生「東小のよさを伝えよう」（５～９月）〉  

「誘いかけ」「（来てみての）お楽しみ」の文章構成で、栃尾南小の３年生に発表した。「南小の人

たちに何を伝えたらよいのか」「南小の人が自分の目で確かめたいと思う文章にするにはどうした

らよいのか」と相手意識をもたせることができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「主張」「根拠」「理由付け」三角ロジックを活用した紹介文を作成し、「学級の仲間だ

けでなく、より多く人に納得してもらうにはどんな文章がいいのか」と文章構造を意

識しながら紹介文を書いた。 

〈事例 3 ５年１組「○○博士になって紹介文を書こう！」（１０月）〉  

 

〈事例２ ６年２組「冬の杉の子アドベンチャーの提案をしよう」（９月）〉 

 

「主張」「根拠」「理由付け」三角ロジックを活用し、全校生徒に提案した。「第１回目の行事に自分

の提案する活動をしてもらいたい」「みんなで楽しく協力したい」と、子どもの「説得力のある文章

を書こうとする意欲」を高めた。 



３．４５分間の授業の構造化 

（自力解決と交流による深化・拡充、振り返りによる「学びのメタ認知」） 

認知を促す追求課題を考慮し、４５分の中で「一人一人が問題意識をもつ自力解決の場」「自分の

考えを吟味する交流の場」を設け、思考の深化や拡充を図った。ワークシートを工夫したり、協同的

な学びを意図した交流活動を設定したりした。 

さらに、追求課題毎に振り返りをさせ、「ゴールの言語活動に向かって学んだこと」「交流によって

自分の考えが構築されたこと」等を実感できるようにした。また、この振り返りをすることで、「ま

だよく分からないこと」「今後、単元のゴールに向かうためにすべきこと」等の課題意識をもち、「問

い」が連続することを目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自力解決を促すワークシート  

〈事例 1 ６年２組「冬の杉の子アドベンチャーの提案をしよう」（９月）〉 

 

「事実が『根拠』になること」「事実をもとにした考えが『理由付け』になること」

を意識すると、より多くの人を説得させる主張になることに気付いた。また、この

ワークシートが交流を促す視覚的情報となった。 

 
〈事例 2 １年２組「おきにいりのじどう車のしょうかいカードをつくろう」（１１月）〉 

 

「そのために」を強調したワークシートを活用することによって、集めた情報（写

真左側）を取捨選択することができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 授業研究から見えた成果と課題 

１．成果 

 自分の考えを吟味する交流活動  

〈事例 1 ３年生「東小のよさを伝えよう」（５～９月）（左側）〉 

  〈事例 2 ６年２組「冬の杉の子アドベンチャーの提案をしよう」（９月）（右側）〉 

 

「臨機応変に、思い付いた子どもが

教えてあげる」「ある一人のウェビン

グの対象に対してみんなで考える」

「とっておきの場所を確認し合う」等

の姿が見られた。 

 

理由付けでまとまらない子どもは「『役割分担をす

る』ことが『仲が深まる』の理由になるよ」とアイディ

アをもらったり、「『5歳のころの話』は根拠だよ」と助

言をもらったりしながら、自分の考えをまとめていっ

た。また、「『会話』をすることも、チームワークになる

かもしれない」と助言をもらい、「『プレイそのもの』よ

り『言語による情報交換』が『仲良くの理由』になる」

と考え直したりする姿が見られた。 

 振り返りによる「学びのメタ認知」  

〈事例 1 ５年１組「○○博士になって紹介文を書こう！」（１０月）〉 

毎時間ごとの振り返りのプリントでは、「『問い→証拠→解説→筆者の考え』となっている

ことが分かった。自分が博士として書くときも生かしたい」と記載し、認知を確認したり、

今後の見通しをもったりする姿が見られた。 



 以下の５点が成果として挙げられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．課題 

  以下の２点が挙げられる。 

 

 

 

 

 

Ⅵ 授業の UDLの推進 

授業者も、UDLの視点で日々の授業改善に取り組んだ。チェックリストをもとに、「全職員共通の『ス

タンダード』（５観点）」と「授業者が大切にしたいと考えている『セレクト』（２観点）」を設け、授業

者の内省の機会とした。（年４回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①単元ナビゲーションの提示により、「今日（本時）は、ゴールのために『何をするのか』をはっき

りさせる」ことができ、子どもの追求意欲を高めた。 

②「自分の意見が全校の活動に反映されるかもしれない」「南小（隣校）の人に来てもらうためにど

んな発表内容がいいのか」等、子どもに相手意識を強くもたせるができた。 

③文章の構造を理解するためのワークシートを活用することで、段落相互の関係や段落の役割を知

ろうとするために、文章を読み返す行為を促した。また、「主張」「根拠」「理由付け」等のロジッ

クの要素を関係づける思考を促した。 

④交流活動で自分の考えを伝えるために、根拠や理由付けに対する意識を高めた。 

⑤毎時間毎、追求課題毎に、丁寧に振り返りをさせることで、「次に何をすべきか」「この次はでき

そうなことは何か」と、主体的な追求を促すことができた。 

①交流の場では、自力解決した結果を伝えるだけに留まり、「自他の考えを比較する」「自他の考え

を組み合わせる」等、自分の考えを吟味する姿が少なかった。 

②学年内の協力体制が不十分で、「子どもがプリントを活用したときの様子」「自力解決と交流の時

間配分」等の情報を共有できない面も見られた。 

 

 教職１年目の授業者 T のチェックリスト  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 次年度に向けての展望 

 授業研究から見えた課題を受けて、今後の展望として以下の２点を掲げた。 

 

 

 

 

 

 

 授業者 Tのクラスの様子  

 

終わった活動を消す 

４５分の学習の流れを示したこと、終わった活動を消去していくことで、次の活動の見

通しを明確にもたせることができた。また、毎日、一日の活動、週の活動、当番の視覚化

も心がけたことで、子どものチャイム着席を定着させた。一斉にスタートすることで、前

向きに課題を取り組む姿も多く見られるようになった。 

①「交流の場における思考」を視覚化するために、発表者が語る出来事や考えをグラフィック化す

る活動方法を検討する。 

②学年内の協力体制を強化するために、学年で一つの「『生活に生きる言語活動』を意識した単元構

想」を構築するとともに、同単元の中で授業を公開し合い、「追求課題の提示」や「ワークシート

の活用の在り方」等の改善を図る。 

 


